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〔はじめに〕

左室心機能異常を伴う虚血心筋において、１８F‐

FDGPETにより心筋糖代謝の存在を証明すること

はバイアピリティ評価のゴールドスタンダードと

され、冠動脈血行再建術など治療方針の決定に重

要な診断情報を提供している。］sF-FDGPETの臨床

的有用性については既に多くの報告があり、確立

された診断手法と言えるが、ＰＥＴは極めて高価な装

置である。また、将来的にI8F-FDGの地域供給が可

能になった場合、コストや設置スペースなどの問

題から実際にPET装置を導入できる施設は限られる

と思われる。近年、超高エネルギー用コリメータ

を装着したSPECT装置を用いて心筋糖代謝画像を

得る技術が開発され、注目を集めている。一方、

心筋バイアピリテイを評価するにあたり、バイア

ブルな心筋あるいは壊死心筋がそれぞれ何％存在

するかといった定量化された情報は治療方針を決

定する上で重要である。しかし、SPECTでの測定

値がどの程度の信頼性を有しているかについては

十分には検討されていない。我々は心筋ファント

ムを用いて、I8F-FDGSPECTの定量'性についてPET

と比較検討した。

〔方法〕

実験には胸郭ファントム(図1)を用い、心筋の

2-60％の欠損モデルを作成し、心筋，縦隔，肝臓

にはそれぞれ100,10,40kBq/inlの'8F溶液を注入し

た。

それぞれのファントムモデルを超高エネルギー

用コリメータを装着したSPECT(GE社製Millemium

VG)およびPET(GE社製Advance)で撮像し、欠損の

定量性について検討した。SPECTおよびPET画像デ

ータはシリコングラフィックス社製ワークステー

ションに転送し、極座標表示を用いて解析を行っ

た。

〔結果〕

図２に前壁に欠損を有する心筋ファントムの

SPECTおよびPET画像を示す。カットオフ値を

30％，５０％，８０％と変化させた場合、SPECTでは

欠損の大きさが大きく変化したのに対し、PETでは

安定していた。

図3のグラフに、欠損を定義するカットオフ値を

心筋最大カウントの30％から80％まで変化させた

ときの測定誤差を示す。SPECTはカットオフ値を

変化させた時の誤差の変化が大きいのに対し、ＰＥＴ

ではカットオフ値を変化させても安定した誤差を

示した。しかし、SPECT，PETいずれも50％の時に

誤差は最小となり、その誤差は同程度であった

(SPECT平均3.3％，PET平均27％)。また、図4の

グラフに示す如く、SPECTおよびPETによる欠損サ

イズ測定値は、真の欠損サイズといずれも極めて

良好な正の相関を呈した(SPECT：Ｒ＝098,ＰＥＴ：

Ｒ＝099)。

〔考察〕

l8F-FDGSPECTはPETより低コストの心筋バイア

ビリテイ診断法として注目されている。しかし、

SPECTは感度，分解能，吸収・散乱線補正などPET

に劣る部分も多い。我々の検討では、PETはSPECT

に比べ、欠損を定義するカットオフ値を変化させ

ても安定した測定値が得られた。これは、特に吸

収・散乱線補正の有無が影響しているものと考え

られる。しかし、適切なカットオフ値を選択する

ことにより、SPECTおよびPETによる欠損サイズ測

定値は、真の欠損サイズといずれも極めて良好な

正の相関を呈し、I8F-FDGSPECTによる心筋バイア

ピリテイの定量評価がPETと同様に可能と考えられ

た。今後は臨床例による検討が待たれる。

〔結語〕

適切なカットオフ値を選択することにより、

SPECT，ＰＥＴとも正確な欠損サイズの定量が可能で

あった。したがって、l8F-FDGSPECTによる心筋バ

イアビリティの定量評価が十分可能と考えられた。
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▲図３欠損を定義するカットオフ値の遣いに

よる測定誤差の変化

▲図４ＳＰＥＣＴ，ＰＥＴによる欠損サイズと真の

欠損サイズとの相関図
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